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１．光が丘地域の概要

図．光が丘地域全景と学校跡施設配置

練馬区北部に位置する米軍住宅地（ｸﾞﾗﾝﾄﾊｲ

ﾂ）跡地を活用した大規模な住宅団地。

面積約186ha、世帯数12,242世帯、人口

29,863人（H.20年1月1日現在）。

一団地の住宅施設（都市計画法）、一団地の

総合的設計（建築基準法）の認定を受け、官

庁施設等の都市機能の集約、緑地空間の配

置により、良好な住環境が確保。

町会、自治会、管理組合等が多数加盟する

光が丘地区住民組織連絡協議会が設置。

周辺の目白通りや笹目通りの道路網の発達、

及び都営地下鉄大江戸線の開通による鉄道

網等、交通の利便性が向上。

光が丘地域の概要
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光が丘第五小学校

光が丘第三小学校

光が丘第二小学校

光が丘公園
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２．人 口（1/2） ～総人口～
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練馬区と第４地域※の人口は年々増加。一方、光が丘地域は年々減少。

29,863

65,238

684,107

38,171

※第４地域の人口には、光が丘地域の人口を含まない。

[資料]住民基本台帳（各年1月1日現在 外国人は含まない）

図．練馬区、第４地域、光が丘地域の人口の推移

光が丘地域
は年々減少。

※第４地域とは、練馬区都市計画マスタープラン地域別指針における、鉄道によるサービス圏を基本とした区分で、光が丘１～７丁目
及びその周辺地域を示す。その他の町丁目は以下のとおりである。
[旭町１～３丁目、春日町３～６丁目、高松４～６丁目、田柄２～５丁目、谷原１・３丁目、土支田１丁目]

52,575

621,140
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２．人 口（2/2） ～年齢３区分人口～

光が丘地域は15～64歳が占める割合が比較的高く、高齢化率は全区とほぼ同様。

光が丘地域は0～14歳が占める割合の低下、65歳以上が占める割合の増加が顕著。
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※第４地域は、光が丘地域を除いた町丁目の比率。

[資料]住民基本台帳（平成20年1月1日現在 外国人は含まない）

少子高齢化
が進行。
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３．光が丘地域および周辺の施設整備状況

[資料]練馬区全図

光が丘地域

第４地域

※光が丘地域は、光が丘1～7丁目を示す。
※第４地域は、練馬区都市計画マスタープラン地域別指針に

おける、鉄道によるサービス圏を基本とした区分で、光が丘
地域を含む地域である。

各1体育館・図書館

1区立デイサービスセンター

1区立高齢者センター

1病 院

8学童クラブ

11区立保育園

2区立幼稚園

4区立中学校

7区立小学校

2郵便局

3警察署・交番

1消防署・同出張所

1
設置箇所数

区民事務所

公共公益施設

光が丘地域の主な公共公益施設の設置箇所数
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再生段階

４．光が丘地域のライフステージ（イメージ）
発
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H5（1993）S58（1983）

・S64 区民センター完成。

・S62 IMA開設。

・S61 光連協発足。

・H3 日大光が丘病院開院。

・H2 消防署、警察署開設。

H20（2008）

成熟段階発展段階

・H14 コミュニティバス運行。

・H9 都営大江戸線光が丘

～新宿間開通。

・H7 図書館及び体育館開設。

・H6 地区区民館開設。

各施設・住宅等のリニューアル期

・社会需要の変化

・機器・設備の更新

・世帯構成比の変化

・人口構造の変化

・住宅・施設の建替

※区立施設の耐用年数は60年

良好な居住環境や利便性を、
今後、いかに維持・発展させ

ていくか？


